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～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成
事業，教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提として実施してい
ます。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいります
ので，皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金等により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金等を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

教弘保険加入と
保険金の支払い

70年以上に
わたる提携関係

各種の
公益事業・福祉事業

日教弘では，70年以上にわたって日教弘では，70年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を
実施しています。実施しています。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま
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新年のごあいさつ

新たな出発に向けて

　何となく　今年はよい事あるごとし。　元日の朝，
晴れて風無し。（石川啄木『悲しき玩具』より）
　皆様，明けましておめでとうございます。
　依然としてコロナ禍が収まらない中，冒頭の歌のよう
な心境で新しい年を迎えましたが，先生方には，子ど
もたちの安全・安心に留意しながら，教育活動等に
熱心にお取り組みいただいていることと拝察いたします。
　また，平素から弘済会の各種事業の推進にご理解・
ご支援を賜っており，深く感謝申し上げます。
　さて，（公財）日教弘では，昨年創立70周年という
節目の年を迎え，会員制度規程を改正・施行し，弘済
会の趣旨に賛同頂ける先生方を会員として募集した
ところ，多くの方にご加入をいただきました。
　会員の先生方には，新しい福利厚生サービス「日教
弘クラブオフ」をご活用いただいていることと存じま

す。クラブオフには，ホテル等の利用料金の割引や映
画館の優待価格など様々な特典が用意されており，
「先生応援サイト」は，先生方が困ったり疲れたりし
た時に，ほっと一息つき元気になれるようにとの意図
で運営されています。ぜひ会員になって，ご活用いた
だければと存じます。
　また，新たに高校３年生を対象に，大学給付奨学生
（予約型）の募集も行っています。
　本年70周年を迎える岡山支部といたしましては，新
たな出発に向け，基本理念である「最終受益者は子ど
もたち」を胸に，上記の取組も踏まえ，教育振興事業
や会員向けの福祉事業の一層の充実に取り組んでま
いる所存ですので，よろしくお願いいたします。
　結びに，皆様方のご健勝・ご多幸・ご活躍をお祈り
し，新年のご挨拶といたします。

公益財団法人
日本教育公務員弘済会岡山支部
　　　支部長 　竹井  千庫

あけましておめでとうございます
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第１問　�日教弘岡山支部で，令和４年度から新たに募集が始まった教育振興事業は次のうちどれ？
　　　　　　🅰 貸与奨学金事業			   🅱 給付奨学金事業（高校生対象）
　　　　　　🅲 給付奨学金事業（大学生対象・予約型）

第２問　�日教弘岡山支部で，令和３年度まで学校研究助成事業に含まれていて，令和４年度か
ら教育文化事業のうちの一つとなった事業は次のうちどれ？

　　　　　　🅰 球根贈呈事業				   🅱 岡山県教育カレンダー作成事業
　　　　　　🅲 教育文化助成事業

第３問　�令和４年４月に（公財）日教弘の「会員制度規程」が改正となったことを機に，福利
厚生サービスも一新されました。新たな福利厚生サービスの名称は次のうちどれ？

　　　　　　🅰 日教弘ライフサポート倶楽部	 🅱 日教弘クラブオン
　　　　　　🅲 日教弘クラブオフ

三択問題の答えをハガキまたはメールで送ってください。全問正解者の
中から抽選で10名様にお年玉（図書カード3,000円分）をプレゼント！！

きょうこうきょうこう
お年玉クイズお年玉クイズ
問　題

　答え，所属（校園名），氏名，電話番号を記載し，郵
送またはメールでご応募ください。締切は１月26日

（木）必着。当選者の発表は賞品の発送をもって代え
させていただきます。

応募方法
〒703-8258岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会

岡山支部「弘済会報」係
E-mail：okayama@okakyoko.or.jp

応 募 先

令和5年度　貸与奨学生募集開始のお知らせ

　日教弘岡山支部では，令和５年度分の無利息型貸与奨学金の受付を
２月から開始します。
　申請を予定されている方は，お早目にお申込ください。

※応募締切日が土日祝日にあたる場合は，その直前の平日を締切日（必着）とします。

第一期   募集期間：令和5年２月１日～３月31日／送金予定時期：５月中旬
第二期   募集期間：令和5年４月１日～６月10日／送金予定時期：８月下旬

応募資格 大学院，大学，短期大学，高等専門学校４年以上，専修学校専門課程等に在学または入学予定の学生

貸 与 額 修学期間１年につき25万円，最高100万円まで一括貸与

申込方法 「奨学生申請書等申込書」を日教弘岡山支部事務局までお送りください。折り返し日教弘本部規定の
申請書類をお届けいたします。なお，他の奨学金との併願は不問です。

添付書類 令和４年分給与所得の源泉徴収票，大学等の在学証明書・入学予定の場合は合格証明書（コピー）
（折り返しお送りする申請書類の中でご案内します。）

そ の 他 「奨学生申請書等申込書」および募集要項は，「弘済会報 新春号」と一緒に各学校園にお届けしてい
るほか，ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）からもダウンロードできます。
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　教育研究論文・著書助成事業は，日々行われている
実践的な教育研究についての論文・著書を募集し，優
秀な研究を表彰するとともに，その研究内容を広く共
有することを目的としています。

　今年度は学校部門８編，個人部門13編，著書部門３
編の計24編のご応募をいただきました。ご多忙な中，
創造的に教育実践に取り組まれ，ご応募いただいた先
生方のご努力に敬意を表します。
　去る10月13日，おかやま西川原プラザにて令和４年
度教育研究論文・著書審査会を行い，最優秀賞をはじ
めとする各賞の受賞者が決定されました。

● 学 校 部 門
賞 論文題目 所属名 代表者名

最優秀 PBIS（倉敷モデル）を活用した積極的学校経営の展開
―ゆるやかなPBISと解決志向アプローチで好循環のサイクルを創出する―

倉敷市立
西中学校

校長
松本　一郎

優秀 小学校における学力向上の取組
―学校が組織としてつまずき解消と授業改善に取り組んだ軌跡―

津山市立
鶴山小学校

校長
森本　宏伸

優秀 コロナ禍を逆手に　学校課題を一気に解決
―学力・体力が伸び，不登校は減る　生活意欲向上・働き方改革推進システム―

真庭市立
勝山小学校

校長
奥山　　仁

優良 3つの柱でつくる非認知能力の育成と学校づくり
―落ち着いた学習環境と主体性の育成―

津山市立
西小学校

校長
尾崎　文雄

優良 校種の違い・教科の壁を越えて，地域で取り組む主体的・対話的で深い学び
―知識構成型ジグソー法授業で，これからの社会で必要な力をつける―

岡山県立
瀬戸高等学校

校長
乙部　憲彦

● 個 人 部 門
賞 論文題目 所属名 氏名

最優秀 「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の往還」による自律的に学び続ける児童の育成
―家庭学習と授業をつなぐ「予習的課題」の導入と「学びの足跡」の共有を通して―

美作市立
大原小学校

指導教諭
永井由紀江

優秀 生活読みの提案と試行 倉敷市立
川辺小学校

教諭
土井　理子

優秀 「家庭」と「学校」それぞれでの学びとつながりを見直し，ICTで体現させた学習形態の実践と検証
―「反転授業」と「新反転授業」の実践と考察を通して―

岡山県立
津山中学校

教諭
松本　郁弥

優秀 みんなが参加できる体育授業の工夫 玉野市立
玉野備南高等学校

教諭
服部　裕次

優良 納得解を追究する小学校理科教育の創造 総社市立
総社小学校

教諭
角田　早苗

優良 6年生理科『電気の利用』におけるものづくりの充実を図る
―レゴWeDoを使ったプログラミングを取り入れた指導―

備前市立
日生西小学校

教諭
太田　　誠

優良 〈こえ〉をきく～特別支援教育のニーズのある子どものための進路情報交流学習会の意味すること～
―あかいわ子どもの進路保障実行委員会事務局に携わって―

赤磐市立
吉井中学校

教頭
久次　博文

優良 データを読み取り，批判的に考察する力を育む単元構成の実践
―GIGAスクール構想の実現をもとに―

総社市立
総社西中学校

教諭
増田　裕一

ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）に，全ての受賞者および研究テーマを掲載しています。
4月には優良以上の受賞論文を掲載します。

4月には優良以上の受賞論文を掲載した「教
育研究集録」を各学校園にお届けします。受
賞者の方々のすばらしい取り組みをご一読い
ただき，皆様の日頃の教育活動の中で参考に
していただければ幸いです。
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特選・入選作品展示会開催特選・入選作品展示会開催

　去る12月６日，おかやま西川原プラザにて令和４年
度岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査会が開催
され，応募総数1,985点の作品の中から特選12点と入
選24点が選考されました。特選・入選作品が掲載され
た令和５年度用カレンダーは,３月上旬に各学校園へ
お届けいたします。

● 展示期間：令和5年3月15日～3月22日
● 展示時間：9：00～17：00
● 展示場所：おかやま西川原プラザ２階ギャラリー
　　　　 　　（岡山市中区西川原255）

令和5年度用「岡山県教育カレンダー」掲載絵画決定！

令和4年度　審査会

 入選受賞者
校　　名 学年 氏　　名 校　　名 学年 氏　　名

ノートルダム清心女子大学附属小学校 1 川上　波菜 清心中学校 1 中山　華綸
岡山大学教育学部附属小学校 1 水口　莉穂 井原市立芳井中学校 1 金宅　悠芽
倉敷市立児島小学校 1 石原　大智 岡山市立桑田中学校 1 國方茉莉恵
ノートルダム清心女子大学附属小学校 3 小坂　理駆 岡山市立足守中学校 2 渡辺　将人
倉敷市立西阿知小学校 3 弓取　莉蓬 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 児島　直道
倉敷市立第二福田小学校 4 田村　結衣 井原市立芳井中学校 2 手槌　風夏
岡山大学教育学部附属小学校 4 橋本　峻典 玉野市立宇野中学校 2 高森　千裕
倉敷市立茶屋町小学校 4 橋本　　笑 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 3 青山　結香
浅口市立鴨方西小学校 5 水野　姫葵 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 3 下村　真由
総社市立清音小学校 6 柳生　健志 早島町立早島中学校 3 片山奈々香
岡山市立高島小学校 6 市川　遥愛 岡山県立総社高等学校 2 京極　織舜
岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 林　遼 岡山県立総社高等学校 2 杉田　華穂

 特選受賞者
月 校     名 学年 氏   名 賞
4 岡山市立大野小学校 3 岡田　彩和 OHK岡山放送社長賞
5 倉敷市立茶屋町小学校 4 中村　詩歩 岡山県知事賞
6 岡山県立東備支援学校（高等部） 2 奥田　叡世 岡山県特別支援学校長会長賞
7 倉敷市立乙島小学校 2 西村　美空 岡山県教育委員会教育長賞
8 総社市立総社東小学校 5 岡本彩乃葉 一般財団法人岡山県教育会理事長賞
9 井原市立美星中学校 3 山田　真央 山陽新聞社長賞
10 倉敷市立長尾小学校 6 垣　伊織 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞
11 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 田中　洋子 岡山県中学校長会長賞
12 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 高下　泰昌 RSK山陽放送社長賞
1 ノートルダム清心女子大学附属小学校 5 岡　龍太朗 NHK岡山放送局長賞
2 倉敷市立川辺小学校 2 中原　　樟 岡山県小学校長会長賞
3 岡山県立総社高等学校 1 三村　　楓 岡山県高等学校長協会長賞

ぜひお越しください♪

ホームページ（http://www.okakyoko.
or.jp）に，特選・入選作品を掲載して
います。ぜひご覧ください！



「退職準備セミナー」開催のご案内
倉敷会場（定員40名）

玉島市民交流センター
倉敷市玉島阿賀崎1-10-1

☎（086）526-1400

受付開始　13：30～
開催時間　14：00～16：301月14日（土）

岡山会場（定員75名）

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
☎（086）272-1923

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

※�カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

1月21日（土）

主な内容

申込方法

⃝教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
⃝「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
⃝専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

【教弘保険にご加入の定年退職の方】
令和4年9月初旬にご自宅宛にご案内の封書を送付済です。
同封の返信用ハガキにてお申込ください。
ご参加の可否は，ハガキの先着順により決定します。
定員を超えている場合のみ，ご連絡をさせていただきます。

【早期退職者の方，教弘保険に未加入の定年退職の方】
日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）へご連絡ください。

参加費
無料

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため，本年度末に
ご退職の方に限り，定員を
決めて開催します。今後の
状況により，中止あるいは
延期の場合もあります。
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⃝ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用・通話料無料）　☎0120-37-9419
⃝岡山第一・第四・第六　☎086-271-2010　　　　⃝岡山第二・第五・第七　☎086-234-7501
⃝津山　　　　　　　　　☎0868-22-4053　　　　⃝倉敷　　　　　　　　　☎086-422-1769
⃝笠岡　　　　　　　　　☎0865-62-4455　　　　⃝総社　　　　　　　　　☎0866-92-6550

教弘保険についてのお問い合わせは，ジブラルタ生命保険㈱岡山支社各営業所まで

※この内容は，令和4年12月1日現在のものです。ご契約にあたっては必ず共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブラルタ生命の「保険設計書（契約概要）」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。

教弘保険のご案内　　令和5年3月末ご退職予定の皆様へ

教弘保険未加入の方は，
現職中にぜひご加入を

ご退職後も65歳まで，現職中と同じ保険料で同様の保障
教弘保険は，教職員相互扶助の精神に基づいてつくられた共済制度（提携保険事業）で，特に
60歳から65歳の間も現職時と同じ保険料で同様の保障を受けられます。

１
おすすめ

65歳以降も80歳まで継続が可能
教弘保険を65歳まで継続すると，健康状態の如何にかかわらず，80歳まで既加入の保険金
の範囲内で継続が可能です。（新教弘保険K型「5年更新」へ加入による）
※保険料は年齢・性別により異なります。

2
おすすめ

教弘保険加入者としての特典
ご退職後も教弘保険を継続されると，日教弘岡山支部の実施する福祉事業（一日人間ドック受診補助，
大腸がん検診補助，宿泊補助，会食補助等）をご利用いただけます。
また，ご退職された教弘保険加入者で構成する「岡山教弘友の会」の会員資格（会費無料）が得られ，
総会，交流会，旅行等の行事に参加していただけます。

3
おすすめ

現職で保険年齢60歳以下までが，
教弘保険に加入できるラストチャンスです。
その後は，新たに教弘保険に加入することはできません。

ぜひご継続を ご退職後も豊かで安定した生活を送るためには，万一に備えての保険は必要と考えます。
ご退職後は教弘保険に新たに加入はできませんので，ご継続されますことをおすすめします。

詳しくは右ページをご参照ください。
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岡 山 教 弘 友 の 会 の ご 案 内
「岡山教弘友の会」は，ご退職後も「教弘保険」をご継続いただいている方を会員とし，各種福祉事業を実施し
ています。ぜひご退職後も「教弘保険」をご継続いただき，弘済会事業をご活用ください！

　主な行事・各種福祉事業
■友の会総会（隔年開催）
2年に1度開催する総会では，記念公演や懇親会を企画・実施しています。
総会のご案内は開催年の9月頃に送付します。

総会 記念公演（落語） 懇親会

楽しい企画が盛りだくさん！
退職後の交流の場としてご活用
いただいています♪

ご退職予定の
会員の皆様へ

■友の会入会記念品　　　■宿泊補助　　　■会食補助
■一日人間ドック受診補助　　　　■大腸がん検診補助各種福祉事業

■友の会国内旅行（毎年企画）・海外旅行（隔年企画）
友の会では，国内旅行を毎年，海外研修旅行を隔年で企画しています。世界遺産や，NHK大河ドラマの舞台などを
巡り，ゆとりある旅程でゆっくりと疲れを癒していただきます。
会員の方には，旅行代金の補助もあります。

●国内旅行補助額／10,000円　●海外研修旅行補助額／20,000円
ご夫婦やご友人グループで
ぜひご参加ください♪

水前寺公園にて熊本城にて桜島にて

■友の会交流会・一日研修旅行（隔年開催）
総会を開催しない年度に，岡山市内以外で，交流会と一日研修
旅行を企画・実施しています。

交流会 交流会（演奏会） 一日研修旅行（足立美術館）

交流会では，総会同様，記念公演や懇親
会を企画・実施しています♪
一日研修旅行は，「宿泊を伴う旅行が難し
い」というお声から企画した日帰りバス
旅行です♪
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教弘保険ご加入の皆さまへ　福祉事業のご案内

【お願い】会食補助券のご利用方法について
会員の皆様を対象とした福祉事業「会食補助券」について，いつもご利用いただきありがとうございます。
今後ご利用される皆様にお願いがございます。

★「会食補助券」は，お食事をされた当日に施設へご提出ください。★
懇親会などのご利用で，お支払が後日精算の場合でも，必ず当日中にご提出ください。
後日精算時にご提出された場合は，施設によっては補助を受けられないことがありますので，ご留意ください。

大腸がん検診のご案内大腸がん検診のご案内検診費用
無料

令和４年度 大腸がん検診申込書
①氏
ふりがな
名：　　　　　　　　　　

　会員番号（10桁）：　　　　　　　　　　
②生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女
③ご住所
　郵便番号：　　　　　　　
　ご住所　：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　電話番号：　　　　　　　　　　

以下，配偶者の受検を希望される方のみ

④配
ふ り が な
偶者氏名：　　　　　　　　　　

　受検区分　：A・B
　生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女

申込期日：令和5年１月27日㈮ 必着

定期的な検診で
健康状態を

チェックしましょう！

●対象者
　�年齢基準日において40歳以上で，次のいずれ

かに該当する方
　⃝弘済会会員およびその配偶者
　⃝弘済会準会員
　（※年齢基準日：令和５年３月31日）

●募集定員
　500名（退職会員含む。先着順）

●検査料
　無料
　�ただし，検体の郵送料のみご負担ください。

●検査方式
　自己採便方式

●委託医療機関
　公益財団法人岡山県健康づくり財団

●申込方法
　�右の「申込書」に必要事項をご記入の上，
切り取り後，ハガキに貼付，もしくは封筒に入
れてお申込ください。

●あて先
　〒703-8258
　岡山市中区西川原255おかやま西川原プラザ内
　日教弘岡山支部「検診」係

●配偶者の受検申込をされる方へお願い
　⃝�申込書に，配偶者の氏名（ふりがな必須）・

生年月日・年齢・性別を必ずご記入くだ
さい。

　⃝�申込書内④の配偶者の受検区分は，「A夫
婦ともに受検」「B配偶者のみ受検」のい
ずれかに〇をしてください。

　　�A・Bどちらの場合も，①～④の項目を全
てご記入の上，一枚の申込書でお申込くだ
さい。

●実施日程
　⃝�申込期日…令和5年1月27日㈮必着
　⃝�検査キット送付…令和5年2月20日頃。同封の説明書により検

体を採取し，期日厳守で医療機関あてに送付してください。
　⃝結果通知送付…3月中旬。
　※�検査キットおよび結果通知は，医療機関よりご自宅あてに

送付されます。

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線
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あしあと～学校訪問をさせていただいている弘済会参事よりメッセージ～

　岡山市の学校園を担当して７年になります。
　今年度は，コロナで自粛した研究助成金の贈呈後の事
業説明会も，多くの学校園で実施する事ができました。
  私はこの説明会を，弘済会の事を先生方に理解してい
ただける貴重な場であると捉えています。
  ジブラルタの担当者が案内している教弘保険は，先生
方にもしもの事があっても教育に専念できるようにと，
我々の先輩達がつくったものです。
  そしてこの保険に加入されている先生方の配当金が，日
本全国の先生方や子ども達のために使われている事を，
私はこれからも，ていねいに先生方に伝えていきたいと
思っています。

弘済会報を読んでください
� 参事　横山　福水

　「withコロナ」時代を迎え，各学校園からは，感染対策
に注意を払いながらも生徒の教育活動を拡げようとの取
組を耳にすることが多くなりました。そこには，各校の状
況に合わせた対応が求められ，一律にはいかない学校現
場でのご苦労が窺えました。
　弘済会には，そのような学校園の取組にも活かせる教
育振興事業等，多くの支援事業が用意されています。気
兼ねなく，教弘担当者や参事に声を掛けていただき，教
育活動に役立ててください。
　担当の総社地域の学校園，公私立の高校を訪問してい
ますので，どうぞよろしくお願いします。

教育振興事業等の活用を
� 参事　中山　弘輝

　コロナ禍で大人も子どもも，他者とのつながりがうまく
持てなくなったと言われる中，先日こども園を訪問した時
のことです。教室前の廊下で,２人の園児が先生に注意さ
れていました。神妙な顔つきの園児と目が合うと，叱ら
れている最中なのに突然「おじちゃーん」と，手を振っ
てくれました。こんな状況で愛嬌をふりまけるなんて…。
思わず苦笑いをしてしまいました。
　今年も未来を担う子ども達の健やかな成長を願いなが
ら，また先生方には弘済会の公益・福祉・共済の事業を
周知していただけるよう，担当の東備地域と玉野市の学
校園を訪問したいと思います。

憎めない子たちです！！
� 参事　坂田　智明

　参事として学校園を訪問させていただいて６年目になりました。これ
まで学校訪問での事業説明も熱心に聴いて，理解していただいてい
ますことに感謝申し上げます。
　また，校長会や副校長･教頭会での事業説明も快くさせていただ
きましたことに感謝とお礼を申し上げます。これからも有益な情報を提
供するように心掛けて活動したいと思います。 
　今年度は，コロナウイルスの感染拡大防止に配慮しながらも，学校
園行事も工夫して実施するようになってきています。気苦労は絶えな
いと思いますが，子ども達のために努力している姿に感動しています。
　また，助成金などの贈呈時の事業説明の機会をいただき， 対面し
ての情報提供ができました。定期的な学校園訪問の際は，忙しい中
でも温かく迎えてくださり，本当に有り難うございました。厚くお礼申し
上げます。

感謝とお礼
� 参事　浅野　静雄

　学校訪問の際，廊下から見える教室に，弘済会の教育
カレンダーが掲示されているのを目にすることがありま
す。県内の多くの学校園で活用されていることがわかり，
とてもうれしく思う瞬間です。私も現役時代，年度始め
に職員室に置いてあるそのカレンダーが当たり前のように
各教室に掲示されていたことを懐かしく思い出します。
　弘済会が設立されて今年度で70周年を迎えたとのこと
です。随分長い間続けられてきたのだなあと改めて思い
ます。
　今後も長い歴史をもつ弘済会事業の活用を一層図って
いただけたらと思っています。

一層の事業活用を
� 参事　山岡　哲史

　戦後，「日本の復興は教育による外ない。」そのために
は，「教職員が生涯にわたって安心して教育に打ち込める
しくみづくりが必要である。」
　そうした運動が契機となり，『日本教育公務員弘済会』
が発足して今年度が70周年。切に教育の振興を願い設立
に携わられた先輩方，また幾多の課題を乗り越えて来ら
れた諸先輩方の不断のご努力を思う時，次代にバトンを
引き継ぐべき我々の責務を感じずにはおられません。
　平素の訪問に際し快く対応してくださり心から感謝を
申し上げますとともに，弘済会70年の歴史を次代に引き
継ぐべく，今後とも従前にも増したご理解とご協力を賜
りますよう何卒よろしくお願いいたします。

70年の歴史を次代に！！
� 参事　東　史高
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津
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元気いっぱい　笑顔いっぱい　大好き幼稚園

　令和４年度岡山県人権学習充実拠点校事業
に“「やってみたい」と心が動き，夢中になっ
て遊ぶ幼児をめざして”をテーマとして取り組
んでいます。「やってみたい」「もっとやっ
てみたい」と自分の思いや願いをもって意欲
的に遊びを進められる環境作りを考えていま
す。そして，教師の願いが強すぎないか，言
葉掛けが多くないかと日々の保育の反省を大切にしています。意欲的にやってみようとする姿や
自分達なりに考えて友達と一緒に遊びを進めていこうとする姿が見られるようになってきていま
す。その中で，人権感覚の基盤となる自尊感情を育てていきたいと思います。

■ 夢中になって遊ぶ幼児をめざして  �

自ら選んだ遊び：ごちそう作り自ら選んだ遊び：リレー

　園外に出掛け，地域の人・自然・文化・伝
統行事等に触れることを大切にしています。
近くには，高野神社や宇那提森，立石家の梅
林，美和山古墳等があり，つくしやふきのと
うを採ったり，どんぐりを探したりする等，
四季をたくさん感じられるように出掛ける機
会を設けています。園バスに乗って少し遠く
の地域の作楽神社や芋畑に行くこともあります。地域を知るとともに，いろいろな実体験をする
ことで，親しみを感じ，ふるさとを愛する子ども達に育てていきたいと思います。

■ 地域の自然・文化を活かして  �

お祭りごっこ美和山古墳へ散歩

　複合施設である公民館の方と今年度は，
withコロナで，少しずつ計画を実行へと進め
ています。公民館活動（こけない体操）への
参加や七夕祭り会，お月見会，運動会，収穫
祭等で一緒に活動したり，見てもらったりし
ています。歌ったり，影絵をしたりした時に
はたくさん拍手をもらい，にこにこ笑顔が

いっぱいの子ども達でした。遊ぶ様子や畑の様子を見てもらって，行事だけでなく，普段から関
わりがもてるようにと思っています。これからも，地域の方に見守られながら，心豊かな子ども
の育成に努めたいと思います。

■ 公民館の方とつながって  �

七夕の牛作り公民館にて：ふれあい

　本園は，津山市内の西部に位置し，公民館と併設した施設です。平成31
年に市内にあった14園を閉園，再構築し，新たに２つの幼稚園が開園され

て４年目です。バス通園もあり，広範
囲から通園しています。預かり保育で
は，就業の家庭が増えているため，利
用する人数は増えています。園の近く
には，向陽小学校，二宮保育園，高野
神社，美和山古墳等があり，教育，文
化，歴史，自然環境に恵まれています。園舎外観

矢野 佳子 園長
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慶
子

一
輪
車
の
練
習
重
ね
大
成
功
演
技
水

車
で
固
く
つ
な
ぐ
手

退
職
会
員　

瀧
口　

静
子

花
に
添
ふ
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
姿
あ
り

夫
と
過
ご
し
し
日
々
を
重
ぬ
る

退
職
会
員　

茅
野　

和
子

泣
き
言
は
い
わ
な
い
と
い
う
周
五
郎

の
本
を
読
み
お
り
一
人
居
の
夜
に

退
職
会
員　

土
師　

康
生

「
踊
子
」の
本
持
ち
下
駄
の
旅
人
に
今

宵
下
田
で
半
世
紀
経
て

退
職
会
員　

矢
田　
　

寛

騎
馬
戦
も
組
体
操
も
な
い
け
れ
ど
応

援
合
戦
に
喚
声
あ
が
る

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

朝
日
差
す
閑
谷
の
道
駆
け
抜
け
る
新

緑
も
良
し
紅
葉
も
良
し

備
前
・
吉
永
中　

宮
脇　

明
美

小
春
日
に
幼
の
よ
う
に
這
い
登
り
道

な
き
山
の
懐
に
入
る

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

引
越
し
て
町
内
会
に
顔
出
せ
ば
新
採

研
の
日
が
甦
る

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
も
ゆ
る
み
初
孫
も

京
都
に
行
け
た
修
学
旅
行

和
気
閑
谷
高　

北
川
久
美
子

コ
ン
サ
ー
ト
で
き
る
だ
け
で
も
嬉
し

い
が
客
席
一
緒
に
歌
え
る
日
を
待
つ

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

枯
れ
梅
雨
に
水
が
ほ
し
い
と
苗
の
声

週
末
畑
の
農
の
苦
し
さ

岡
山
・
宇
野
小　

服
部　
　

誠

血
が
め
ぐ
り
心
と
体
活
き
活
き
す
介

護
施
設
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
時

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

新
聞
を
広
げ
て
み
れ
ば
良
い
ニ
ュ
ー

ス
悪
い
こ
と
の
方
が
多
し

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

引
越
し
て
空
き
家
に
な
っ
た
上
の
階

鳩
が
巣
を
し
て
階
下
憤
慨

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

◆
選
者
吟

ま
た
別
の
雲
へ
潜
つ
て
か
い
つ
ぶ
り

吉
備
の
児
島
の
水
と
な
り
け
り

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

そ
ろ
ば
ん
の
五ご

だ
ま珠
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
秋
高
し

倉
敷
・
富
田
小　

村
上　

昂
平

（
評
）「
教
員
仲
間
と
句
会
を
し
て
み
ん
な
で
応

募
し
ま
し
た
」。
フ
ァ
ジ
の
３
位
く
ら
い
嬉
し
い
便

り
。
選
者
に
も
「
俳
句
っ
て
、
た
の
し
い
」
を
標

榜
す
る
師
に
学
び
、
句
会
と
吟
行
に
の
め
り
込
ん

だ
時
代
が
あ
る
。
独
自
の
視
点
、
個
性
が
要
求
さ

れ
る
句
会
や
吟
行
の
経
験
は
必
ず
や
教
室
の
中
で

生
き
る
。
特
選
句
は
授
業
俳
句
。「
ご
だ
ま
」
の

響
き
が
いい
、「
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
」
が
楽
し
い
。「
授
業
っ

て
、
た
の
し
い
」
と
思
え
る
先
生
の
俳
句
だ
と
確

信
す
る
。
句
会
を
楽
し
み一句
で
も
多
く
作
句
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

〈
佳
作
〉

色
褪
せ
る
地
球
儀
の
ひ
び
広
島
忌

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

屠
蘇
袋
重
き
を
う
や
う
や
し
く
浸
す

岡
山
城
東
高　

別
所　

琴
美

呼
ば
れ
た
名
前
が
熱
を
も
つ
秋
の
暮
れ

倉
敷
・
第
一
福
田
小　

富
山　

慶
子

〈
入
選
〉

影
近
く
声
の
遠
く
に
霧
の
中

津
山
高　

落
合　

範
昭

凍
空
に
馳
せ
る
安
否
の
文
一
葉

玉
島
高　

羽
原　

由
子

軒
下
で
鳴
き
あ
い
あ
い
の
鉦
叩
き

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

孝
行
も
半
端
な
ま
ま
に
盆
の
月

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

祖
父
の
忌
や
庭
に
黒
蝶
来
て
を
り
ぬ

退
職
会
員　

茅
野　

和
子

貴
婦
人
の
よ
う
に
く
る
り
と
秋
日
傘

退
職
会
員　

土
師　

康
生

秋
の
雲
沈
む
心
を
乗
せ
て
行
き

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

こ
ん
に
ゃ
く
を
入
れ
ぬ
独
居
の
お
で

ん
鍋

退
職
会
員　

万
波　

照
世

東
風
吹
く
や
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
夕
明

か
り

笠
岡
高　

山
﨑　

淑
加

空
蝉
が
網
戸
登
り
し
雨
の
朝

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

秋
の
空
黄
金
色
と
赤
と
ん
ぼ

高
梁
城
南
高　

伊
賀　

隆
喜

稲
光
そ
っ
と
つ
け
た
る
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

倉
敷
・
大
高
小　

香
西　

千
絵

落
蝉
を
弔
い
な
が
ら
紅
葉
狩

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

蛸
漁
の
四
国
に
つ
な
ぐ
瀬
戸
の
橋

岡
山
聾
学
校　

渡
邊　
　

繁

彼
岸
過
ぎ
着
る
服
迷
い
朝
遅
刻

高
梁
城
南
高　

古
村　

英
治

秋
晴
れ
の
下
で
過
ご
し
た
父
と
の

日
々

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

秋
深
し
心
沈
め
る
琵
琶
湖
か
な

高
梁
城
南
高　

松
田　

風
暉

黄
昏
に
染
ま
る
背
中
に
祖
母
憶
う

高
梁
城
南
高　

光
石　

正
和

我
起
こ
し
90
分
後
に
寝
る
テ
レ
ビ

倉
敷
・
西
阿
知
小　

原
田　

光
歩

◆
選
者
吟
　
岡
山
マ
ラ
ソ
ン

ゴ
ー
ル
し
て
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
黄
葉

か
な教

弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

味
の
あ
る
人
の
持
っ
て
る
陰
の
嵩

退
職
会
員　

土
師　

康
生

（
評
）
大
人
の
顔
に
は
そ
の
人
の
生
き
様
が
現
れ

る
と
言
う
。
我
々
は
自
分
の
生
き
方
を
毎
日
顔
に

刻
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

人
間
味
の
あ
る
人
は
、
数
多
く
の
苦
悩
や
挫
折

を
経
験
し
、
自
分
の
体
験
か
ら
他
人
を
思
い
や
る

気
持
に
ま
で
昇
華
さ
せ
た
人
な
の
だ
ろ
う
。
人
生

と
は
、
嬉
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
を
、
自
分
の
心

に
編
み
込
ん
で
行
く
作
業
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

良
い
作
品
を
創
る
に
は
、今
迄
と
は
違
っ
た
角
度

か
ら
も
の
を
観
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

〈
佳
作
〉

黙
食
は
味
半
分
の
デ
イ
ケ
ア
ー

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

戸
を
開
け
て
夫
の
遺
影
と
庭
談
義

退
職
会
員　

茅
野　

和
子

こ
ぼ
れ
萩
未
練
の
残
る
こ
と
多
し

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

〈
入
選
〉

左
へ
と
逃
げ
る
字
ハ
ガ
キ
に
線
を
引
く

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

秋
あ
か
ね
無
賃
で
バス
に
乗
り
に
け
り

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

妻
の
待
つ
灯
り
へ
帰
り
ほ
っ
と
す
る

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

立
ち
止
ま
り
「
便
利
は
不
便
」
か
み

し
め
る

瀬
戸
南
高　

佐
々
木
正
剛

★
次
号
は
五
月
八
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
、
は
が
き
に
作
品
（
三

点
以
内
）・
勤
務
先･

氏
名
を
明

記
。
事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教

弘
俳
壇
係
、教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

　

次
回
会
報
一八
八
号
「
春
号

（
保
存
版
）」
で
は
、
文
芸
の
ひ
ろ

ば
は
お
休
み
で
す
。一八
九
号「
夏

号
」
は
七
月
十
日
発
行
で
す
。

★�

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。
初
め
て
の
投
稿
、
現
職

の
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

作
品
募
集

天
空
の
山
城
目
指
す
カ
メ
ラ
マ
ン

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

か
り
ん
と
う
円
楽
偲
び
噛
み
し
め
る

井
原
高　

小
川　

秀
敏

10
月
も
真
夏
日
に
な
る
温
暖
化

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

体
育
祭
黄
色
い
声
援
今
ど
こ
へ

高
梁
城
南
高　

松
田　

風
暉

子
が
巣
立
ち
子
供
部
屋
だ
け
時
止
ま
る

高
梁
城
南
高　

古
村　

英
治

い
い
眺
め
老
い
の
坂
道
登
っ
て
る

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
寄
り
添
う
べ
き
は

生
徒
か
な岡山

城
東
高　

大
西　

浩
史

霧
の
中
生
徒
の
目
か
ら
夢
さ
が
す

美
作
高　

初
川　
　

渉

冷
暖
房
ス
イ
ッ
チ
迷
う
秋
一
瞬

岡
山
・
宇
野
小　

服
部　
　

誠

空
高
く
凧
糸
も
つ
れ
て
い
と
お
か
し

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

古
典
読
む
意
訳
介
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

◆
選
者
吟

怒
っ
た
顔
好
き
と
言
わ
れ
て
う
ふ
ふ
の
ふ



公益財団法人日本教育公務員弘済会
（略称日教弘）は、教育の振興に寄与す
ること及び教職員の福祉向上をはかる
ため次の事業を行っています。

公益財団法人 日本教育公務員弘済会
（略称日教弘）の教育振興事業（奨学事
業、教育研究助成事業、教育文化事業）
を中心とした各種事業は、教弘保険の
契約者配当金により運営されており、
日本の教育界に貢献しています。

日教弘の主要事業
1 教育振興事業
　●奨学事業
　●教育研究助成事業
　●教育文化事業
2 福祉事業
3 共済事業（提携保険事業）

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-4-6（教弘会館） ☎03-3354-4001
■https://www.nikkyoko.or.jpURL

ご入会についてのご案内

公益財団法人 日本教育公務員弘済会 会員証
≪日教弘クラブオフ利用証≫

日教弘コールセンター▶
ホームページ▶

0800-919-6189

日教弘の主要事業

日教弘クラブオフ利用のための連絡先

●奨学事業　●教育研究助成事業　●教育文化事業
1.教育振興事業

2.福祉事業
3.共済事業（提携保険事業）

https://www.club-off.com/nikkyoko/
通話料無料

◉日教弘クラブオフの特典◉

※写真はイメージです。

他にも暮らしに役立つメニューやプレゼント企画など

ホテルや旅館
国内約20,000施設
最大80％OFF

スポーツクラブ
全国約2,500ヵ所以上
会員優待価格

映画館
全国約300館
会員優待価格

グルメ
全国40,000店以上
最大50％OFF

●WEBまたは入会申込書にてご入会ください。
●会費等費用は、一切不要です。
●会員になられた方は、当会の共済事業に加入
することができます。

●入会された方には、会員証をお送りします。
　会員証には、福利厚生をサポートする
『日教弘クラブオフ』の利用証が付帯されます。

WEBからの入会はこちら

ご入会についてのご案内

日教弘をサポートする会員を募集しています。

「たすけあい」の輪を広げよう。


